


システム部門の体制

業務種別軸

対象システム軸

情
報
系

制
御
系

維 持 管 理開 発

製鉄所・製造所基幹
システム刷新

■

製鉄所
業務プロセス改革班

I T 改革推進部

制 御 部

製鉄所・製造所プロセス制御分野全般推進■

※スチール研究所は各エリア研究開発を担当
DX推進：サイバーフィジカルシステム研究開発部（2019年4月発足）
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■

データサイエンス
プロジェクト部
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全社・本社・製鉄所・製造所

IT戦略、システム企画・開発・運用

情報セキュリティ、ガバナンス

■

■

■
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2017年10月発足

DX推進体制および変革

　クラウドを積極的に活用しながら、全社最適化されたセキュアなITプラットフォームを構築し、最新テクノロジーを使って業務改革
の推進、ビジネスの変革、新しい価値の創造を経営と業務部門と一体となって実現していくのが我々のミッションです。DX戦略上の重
要なテーマについてはITステアリング会議で、基本方針を確認し、経営者が意思決定を行って実行しています。

I T 改革推進部

　DX戦略の主軸である豊富なデータ資産の活用を可能とするためにITプラットフォームの構造改革を進めています。レガシーシステム
群を統合し、オープン・プラットフォーム化することで、環境変化にスピーディーかつ柔軟に対応できる体制の整備を推進しています。

ＩＴ改革
推進部

I T業 務

業務改革

インテグレーション企画
（システム側面主体）

ソリューション企画
（業務側面主体）

最新技術を踏まえた「骨太」の解決策

つなぐ

「経営／業務課題」と「ソリューション」1

「社内のデータ」と「外のテクノロジー」2

中の世界

経営課題、業務課題のテーマ設定

外の世界

最新テクノロジーの把握、理解

ＩＴ部門にとって今、重要なこと ＩＴを活用した業務改革サイクル

ITを活用することで業務改革推進、ビジネス変革、新しい価値の創造を実現する

DX推進のための情報システム基盤整備

ニーズ
価 値

タコつぼ的レガシーシステム群

お客様/マーケット

× デジタル化

■ 老朽システムが迅速なマーケット対応を阻害
■ データ散逸によりデータ活用困難、DXを阻害

全社
システム

× スピーディーな対応

その他
（レガシーシステム）

IT構造改革
（手法）

①E R P化

業務
領域

②再構築

③マイグレー
ション

ＩＴ
インフラ

（工場毎/レガシーシステム）

統合化/オープン・プラットフォーム移行 

統合化/オープン・プラットフォーム

受発注/SCM 経営管理

製造・品質

統合DB
（基幹データ）

スピーディーな
対応

刷新済J-Smile
（販売・受注）

刷新済J-FACE
（経理）

大型ホストコンピュータ

（バッチ、伝送）

ハイブリッド・クラウド

標
準
化

戦
略

統
合
済

■ ITプラットフォーム刷新
■ システム/データ統合

● データ活用、DX促進
● 変化へのスピーディーな対応

SAP
S/4HANA

旧構造のデータ 活用困難

一体活用

A B C D

課 題

工場A 工場B 工場C 工場D

製鉄所
システム

操業データ
（操業、品質、
設備センサ）

お客様/マーケット

クラウドBクラウドA クラウドC

従来 推進中

　JFEスチールのDX（デジタルトランスフォーメーション）の主軸は、IoT・AI・データサイエンス（DS）等の積極的な導入によるテクノ
ロジーの革新とデータ資産の活用です。当社は諸外国のミルと比較しても、長年のノウハウやデータを多く蓄積しています。この豊富
なデータ資産は価値創出の源泉です。これらを最新のDS・AI等を用いて縦横に活用することで、革新的な生産性向上、品質向上、安定
操業等を実現し、競争力向上に役立てていきます。

D X 推進ビジョン

DX推進を支える3つの柱

相 乗 効 果

JFEスチール ビジョン

常に新たな価値を創造し、お客様とともに成長する
グローバル鉄鋼サプライヤー

全社方針

積極的データ活用（データドリブン）により、競争優位を獲得
～生産活動の歴史が長いJFEはデータの宝庫。蓄積された高級鋼製造ノウハウ、老朽設備への対策、
予知・予兆管理に関わるデータは競争力の源泉。データの高度活用は当社の戦略的テーマ～

業務改革と最新IT技術

データ活用レベルの高度化

データサイエンス・A I 積 極 活 用

2

安 全 な I T 利 用 環 境

セキュリティ、標準化統制

ITリスク管理強化3

変 化に強 い 柔 軟な I T 構 造

価 値 の 最 大 化

製鉄所システムリフレッシュ

IT構造改革の断行1
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JFE VOICE !

J-mAIster®導入後、多くの現場で復旧時間が短縮！
　Ｊ-ｍＡＩｓｔｅｒ®は、各製鉄所の全ての製造ラインで発生したトラブル事例や、復旧に必要な情報を効率的に検索でき
るシステムです。私の職場では、トラブルの原因究明に行き詰まった時にＪ-ｍＡＩｓｔｅｒ®を確認しています。モバイル端
末に故障の発生状況などのキーワードを音声やキーボードで入力すると、膨大なデータの中から過去に先輩たちが
経験した類似のトラブルの報告書やワンポイント手順書などをＡＩが選定し、原因究明の次の一手につながる情報を
表示してくれます。今後は、Ｊ-ｍＡＩｓｔｅｒ®を活用して、先輩方の知見を若手社員に教育していきたいと思っています。
　Ｊ-ｍＡＩｓｔｅｒ®導入後、多くの現場で復旧時間が短縮。今後、継続的にデータを蓄積し学習させることで故障の解析
や対策立案も可能になる見込みです。

システム刷新で実現する新しいワークスタイル

　J-mAIster®は当社専用のプライベート・クラウドJ-OS Cloudとパブリック・クラウドであるIBM Cloudを連携させたハイブリッドクラウド環境を構
築することで、情報セキュリティ要件を保ちながら『IBM Watson』のような最新技術を柔軟に採用できるようにしております。さらに、各地区のファイ
ルサーバーに保管していた報告書や各種マニュアルなどは全社共有のファイルサーバー『Box』に集約してクラウド上で一元管理しています。このファ
イルサーバーの暗号化機能によるセキュリティ向上とともに、地区を横断した情報共有による円滑な保全業務を支援することが可能になりました。

　2015年度に全社統合保全システムが稼働し、このシステムに蓄積された過去20年間の膨大な故障データを高度活用するため、2018年度に
『IBM Watson』を活用した制御故障復旧支援システム『J-mAIster®』を全製造ラインに導入しました。導入以降、復旧時間を大幅に短縮するなどの
効果が確認されており、社内の他のシステムとの連携など、本格的に運用しています。

工場 A 工場 B 工場 C 工場 D

統合保全システム

・基準/計画

・実績

・過去の故障

・設備マニュアル
（ファイルサーバ連携）

A I

2018年全社展開完了

保全作業者の経験とカンに依存

設 備 設 備 設 備 設 備

統合DB
（クラウド）

設 備設 備設 備設 備

工場 A 工場 B 工場 C 工場 D

個別
システム

業務
ルール

個別
システム

業務
ルール

個別
システム

業務
ルール

個別
システム

業務
ルール データ統合

標準化

AI活用

業務

定常保全

故障対応

従来 各工場毎のPDCAサイクル/ノウハウ 現在 デジタル保全化

※J-mAIster® :JFE Maintenance AI of Smart TPM for Electric Repairs

①保全業務標準化とシステム統合
　⇒属人性排除/業務効率化/PDCAサイクル可視化
②データ統合⇒ナレッジの蓄積と可視化
③AI(ワトソン)活用⇒若手をベテラン並みに

①保全業務の属人性
②保全ノウハウの属地化
③世代交代による故障復旧時間長期化

AIによる診断 復旧迅速化

従来の
課題

改革の
ポイント

制御故障復旧支援システム(J -mAIster®）

最新ICTを活用しながら情報セキュリティを確保するシステム構成

最新のICTで製鉄所基幹システムを刷新。業務プロセス改革とともに新たな価値の創造へ。

製鉄所業務プロセス改革班

　各製鉄所の基幹システムを次のような方針で刷新を進めています。①最新ICTを適用したシステム基盤の刷新、②業務システム再構築に
よる製造ノウハウ継承担保と業務共通化、③データ体系を標準化した統合データベースの整備
　このシステム刷新を通して、「全社の情報を全員で共有・活用」する業務基盤を実現し新たな価値を創造するワークスタイル変革を目指します。

リアルタイムでつながるSCM※

全社統合データベース

・リアルタイム情報

・共有化

・見える化

階層別ダッシュボード

国内JFE製鉄所

素早い意思決定とアクションで全
社最適な生産を実現

営業から現場までお
客様へのより良いレ
スポンスが可能

IoT

データサイエンス

イノベーティブなスタッフ業務で
技術開発をスピードアップ

スマートデバイスで生産・物流の
状況をリアルタイムに把握

※SCM = 
　Supply Chain Management

JFE VOICE !

業務とデータの流れを可視化し組織知に！
　基幹システムを刷新するプロジェクトに参画して
います。システム全体像可視化作業では、業務とデー
タのつながりと流れを可視化する“業務とデータの
関連フロー図”（右図）を作成し、一部の人間の頭の
中に存在した業務とデータのつながりと流れを可視
化し、組織知としました。知の共有に貢献しています。

製鉄所業務プロセス改革班 中村 春香、大森 崇裕

将来のためのシステム基盤の構築に貢献
　入社以来、製鉄所の製造現場で製造、操業技術の業務を担当してきました。今回、基幹シス
テムを刷新するプロジェクトに参画し、製造のレシピを決める商品設計や操業に関するシステ
ムの担当をしています。一部システムも立上り始め刷新も順次進んでいます。将来の業務の
付加価値創出の源泉となるシステム基盤構築を目指して尽力しています。 

製鉄所業務プロセス改革班 渡部 慶紀、橋本 遊、藍 為彦

知多製造所 企画部 保全室 ・ リーダー 松下 真貴

業務の流れを記載 業務で使用する
システムを記載

業務概要を記載

パブリック・クラウド

インターネット

仙 台 京 浜千 葉 倉 敷知 多 福 山

o nIBM Watson IBM Cloud

ユーザーアクセス数

約15,000回/月
（制御保全領域）

保 全 担 当 者

パブリック・クラウド

プライベート・クラウド（J-OS C loud）

o n

制御故障復旧支援システム（J -mAIs te r®） 過去20年のデータ・ノウハウ
・故障履歴

・日報

・マニュアル

・etc
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データサイエンスプロジェクト部

　豊富な操業データ資産の活用により競争優位を確保すべく、製鉄所各プロセスデータを収集・集約するためのインフラ整備をさらに進
め、データサイエンス技術を駆使した各プロセスの「統合的／総合的自動化」を目指します！

　データサイエンスおよび最新ICTを活用した全社DX推進拠点として「JFE Digital Transformation Center」（以下、『JDXCTM』）を
本社に開設しました。『JDXCTM』は、これまで蓄積されてきた全製鉄所・製造所の操業データを統合的に活用できる環境を備えた国内鉄鋼
業界初の拠点であり、グローバルな競争優位性をさらに高めていきます。

全高炉にデータサイエンス技術を導入 ～「高炉CPS」で生産性向上～

　JFEスチールは、IoT・AI・DSの積極的な導入によるテクノロジーの革新を推進しています。国内に保有・稼働する全ての高炉にCPSの導
入を進めています。これにより、従来困難であった高炉内の重大トラブルの起因となりうる炉内通気の異常予知や、操業において重要な炉
内の熱の状態の予測が可能となり、高炉の生産性向上および安定操業に寄与しています。

● 異常予測の結果を実プロセスでの操業アクションにフィードバック     
  ⇒ 安定操業実現
● プロセスのネックを可視化 ⇒ 生産性向上
● 仮想実験によるプロセス革新や、知識・ノウハウの機械化による
  技術継承・働き方改革

狙い

● 安定&高効率操業　● 全地区操業レベル均一化　
● システムの標準化

予測モデル

● 圧力センサから炉内通気の異常予知（数10分前）
 ⇒ 吹抜けトラブル１）回避
● 最大10時間先の炉熱予測２）
 ⇒ 目標温度を維持するための適切な操業アクション

今後、CPSを高炉以外の製造プロセスに導入していきます。
狙いは次の通りです。 

吹抜け：羽口から送風している熱風が炉内円周方向で見て局所的に流れる現象。炉熱の低
下や、層状に装入した炉内原燃料の不均一化による通気不良につながる。
炉熱予測の重要性：炉熱が低下すると、高炉内の溶融物が固まって排出が困難となり、場
合によっては長期にわたり生産停止。高い炉熱を維持することは燃料（還元材）を無駄に使
用する。

１）

２）

原料センサ
装入

吹込

送風

ガスセンサ

圧力センサ

温度センサ

流量センサ

レベルセンサ

溶銑温度センサ

物理モデル

統計モデル

データ同化

入力：センサ情報、操業パラメータ、経験

目的関数=
高安定×低還元剤比×高出銑

実高炉（Physical） Cyber高炉

数10分～10時間先を
予測してアクション

モデル予測制御

『JDXC™』入口・内装

データ集約

各地区データ収集

データ解析
最新モデル
構築

『JDXC™』活用イメージ

モデル
Feed Back
アップデート

データ
サイエンティスト

DX推進拠点「JFE Dig i tal  Transformat ion Center」を開設 

データに関して、上工程から下工程までの連携、地区間の共有化など、統合的に活用することで、生産性向上およびコスト削減等を推進する。

製造プロセスのサイバーフィジカルシステム（Cyber Phys ical  System、以下CPS）（※）の共通化・標準化を進め、操業技術全体のレベル
アップを図る。

全社データサイエンティストの知識と経験の共有ならびに課題解決を通じて、個々人のスキルアップ、およびデータサイエンティストの人員拡充を図る。

『JDXCTM』の機能・目的
1

2

3

（※）Cyber Physical System
フィジカル空間（実際の設備や製品）に関する莫大なセンサ情報（ビッグデータ）をサイバー空間に集約し、これを各種手法で解析した結果をフィジカル空間にリアルタイムにフィードバックすることで価値を創出するシステム。

JFE VOICE !

全高炉にデータサイエンス技術を導入  ～「高炉CPS」で生産性向上～
　入社以来、製銑・製鋼プロセスのCPS化のためのモデル開発に取り組んでいます。高温環境下
でプロセス全貌の把握が難しいため、データサイエンス技術を活用して見える化を行っていま
す。モデル開発および実機導入においては、工場に頻繁に通って、オペレータの持っている経験
や知識を抽出してレベルアップにつなげるように心がけています。今後もこの活動を続け、自動
制御システムの確立を目指していきます。

スチール研究所 サイバーフィジカルシステム研究開発部  益田  稜介

DX推進拠点「JFE Digital Transformation Center」を開設 
　データサイエンスプロジェクト部で投資・研究開発・インフラ整備担当として、JDXCTMを開
設し、現在その活用に取り組んでいます。JDXCTMはＪＦＥスチールのデータの連携・活用の主
拠点であるとともに、データサイエンティスト養成拠点でもあります。今後も蓄積されたデー
タ・ノウハウを積極的かつより広く活かす環境の構築・拡大を進め、より強く、迅速にＤＸを推進
することで、操業効率化やコストダウンへの貢献を目指していきます。

データサイエンスプロジェクト部 横倉 豪

MR（複合現実）技術を活用した訓練シミュレータの導入 ～熟練技術の若手社員への伝承を推進～

　JFEスチールは、最新の複合現実（Mixed Reality、以下MR）技術（※）を活用した教育訓練シミュレータを、西日本製鉄所へ導入しました。製鉄所
の熟練現場作業について、最新の仮想化技術を用いることで、実操業と同等の訓練を可能とする、国内鉄鋼業界初のシステムです。
　当社では、現場作業の一部は、高温溶融物の取り扱いをはじめとする操業・安全リスクが高い作業であるにもかかわらず、熟練が必要であるため、
その技能伝承はOJTに頼らざるを得ず、安全かつ着実に伝承するうえでの課題を抱えていました。これを解決するためには、仮想的な環境での訓練
が有効であると考え、MR技術を活用することにしました。MR技術では、コンピュータ上に忠実に再現されたバーチャルな工場と、現実世界の人の動
きを融合した訓練環境を構築することができ、定常的な操業状態、非定常な事象を再現することが可能になります。
（※） 複合現実（MR：Mixed Reality）とその関連技術
・VR（Virtual Reality、仮想現実） ： コンピュータにより仮想的な空間を作り出す技術　・AR（Augmented Reality、拡張現実） ： 現実空間に情報を付加し、現実世界を拡張する技術
・MR：現実空間と仮想空間を混合し、双方がリアルタイムに共存する新たな空間を構築する技術

　実際の訓練では、3D仮想空間の中の設備を移動したり、スイッチを操作したり、設備の稼働状況も現実のように体験することができ
ます。OJTの前に本システムで訓練することで、従来と比べて操業・安全リスクを低減でき、また異常事態での判断や処置を迅速に行う
ことができます。今後、この訓練シミュレータを全製鉄所・製造所に展開していくことで、若手社員への熟練技能の伝承をさらに推進し
ていきます。

実際の訓練の様子 訓練者の視野

連続鋳造機

操作スイッチ
溶鋼（高温）
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